
 

 

 

 

 

 

平成30年度第1回全関西学生ダートトライアル選手権大会 

2018/04/29   コスモスパーク 



 

 

関西学院大学体育会自動車部は 

男子団体４位、女子団体２位に終える。 

[4月29日（日）] 天候：晴れ  路面：ドライ 

 新年度を迎えた 4月の末に京都府にあるコスモスパークで第 1回全関西学生ダートトラ

イアル選手権大会が行われました。朝の気温は大変低かったですが、走行前には上昇し、一

日を通して快晴でした。 

第1走者は初出場の大山（総政２）が務めました。スピード競技初出場でしたが、慎重な

走りを見せ、ミスコースすることなく完走し、第１ヒート１２位のタイムを記録しました。

第2走者では前川（商2）が果敢にアタックしましたが、惜しくも好タイムは残らず、第１

ヒートにおける7位のタイムを記録し、第3走者に、ダート初出場であった西谷（商3）に

繋げます。西谷は果敢にアタックするも第 1ヒート６番手タイムに終わり、第 2ヒートで

の巻き返しを図ります。 

 

 女子は第一走者に小川（国２）、第二走者に濱野（社４）が出走しました。小川もダート

競技初出場でしたが、ミスコースすることなく、完走し、続く濱野は今までの経験を活かし、

果敢にアタックし、それぞれ第１ヒート4位、1位を記録しました。 

 



 

 

 

 第2ヒートでは団体の順位を狙うためには三走者全員が大幅なタイムアップを狙う必要

があり、第一走者であった大山は第１ヒートより15秒縮め、13位のタイムを記録、続く

第2走者の前川もさらなるタイムアップのため果敢にアタックを行いましたが、原因不明

のブレーキトラブルにより、中盤で大幅にコースアウトしてしまい、タイムを縮めること

ができず、総合8番手タイムでレースを終えました。第3走者の西谷も全開アタックに望

みましたが、こちらも引き続くブレーキトラブルにより、思うような走りをできず、総合

7番手タイムを記録しました。三走者ともタイムは残すことができていたのですが好記録

を残すことができず、団体4位という結果に終わりました。 

 

 女子もさらなるタイムアップを目指し第2ヒートに挑みました。第1走者の小川は大幅

なタイムアップに成功しましたが４番手タイムとなりました。続く第2走者の濱野もアタ

ックするもののタイム更新とはなりませんでしたが、第１ヒートのタイムより、総合個人

1位となりました。その結果、団体の順位で同志社大学の後塵を拝し2位という結果とな

りました。 

 

 



 

 

[最終結果抜粋] 

＜男子団体の部＞ 

全6校 

1位 同志社大学   6’13.122 

2位 立命館大学   6’15.854 

3位 甲南大学    6’15.869 

4位 関西学院大学  6’25.662 

5位 京都産業大学 6’57.214 

 

<男子個人の部> 

全18人 

1位  同志社大学   富山祐一郎 1’58.090 

2位  甲南大学   高下貫行  1’58.764 

3位  立命館大学   松田稜    1’59.336 

4位  立命館大学   中村大貴    2’04.343 

5位  同志社大学   廣田賢興  2’04.830 

7位  関西学院大学 西谷太一  2’06.064 

8位  関西学院大学 前川航輝  2’06.295 

13位  関西学院大学  大山泰市  2’13.303 

<女子団体の部> 

全2校 

1位 同志社大学  4’51.655 

2位 関西学院大学 5’03.381 

 

<女子個人の部> 

全4人 

1位 関西学院大学 濱野美涼  2’15.318 

2位 同志社大学  寺内美裕  2’17.810 

3位 京都産業大学 川端舞    2’33.845 

4位  関西学院大学 小川菜緒子 2’48.063 

 

  



 

［コメント］ 

 初戦となったジムカーナを終え、さらなる結果を求めて挑んだ今大会でしたが、男子団

体が前回のジムカーナと変わらず4位、女子が団体2位と大変悔しい結果に終わりまし

た。今大会ではダートトライアル公式戦に初出場した選手が男女合わせて3人いたという

ことで、選手としては大変良い経験につながったものの、経験値不足・練習不足が否めな

い結果となりました。他大学の選手が実力をつけてきており、ドライバー、車両ともにさ

らなるレベルアップが必要不可欠となってきています。また、ブレーキトラブルが起こっ

た際、原因こそわからなかったものの、様々な箇所の故障の可能性を考え、トラブルの対

処に当たってくれたメカニックをはじめとするサポート体制には目を見張るものがありま

したが、まだまだ普段の活動での整備などでレベルアップを図る必要があると、今大会に

て実感いたしました。しかし、チームの動きとしては、少しずつ成長を感じられるもので

ありました。 

 次のスピード競技は８月の全日本ダートトライアルと、まだ少し先となります。それま

での期間、ドライバー一同練習を去年よりも増やし、レベルアップを図り、チームでの車

両製作にも一層力を入れてこれからの大会に向けて準備していく所存でございます。まだ

まだチームとして未熟な点がございますが、今後とも変わらぬご支援、ご声援をよろしく

お願い致します。 

 

関西学院大学体育会自動車部 第85代主将 西谷太一 

 

 

 

  



 

 

 

 

 


